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深
海
・
冷
水
域
サ
ン
ゴ
と
は
三
木
下
熊
雄
四
木
下
家
五
木
下
熊
雄
と
そ
の
世
界
六
総
結
一
江
戸
の
博
物
誌
と
明
治
の
西
洋
動
物
学
明
治
時
代
は
、
日
本
に
お
け
る
西
洋
動
物
学
の
始
ま
り
と
言
っ
て
よ
い
時
代
で
あ
る
。
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
海
外
で
出
版
さ
れ
た
専
門
の
科
学
論
文
が
手
に
入
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
西
洋
に
お
い
て
も
科
学
論
文
の
基
本
的
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
決
ま
り
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
。
日
本
に
入
っ
て
き
た
動
物
学
の
礎
は
、
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
の
大
森
貝
塚
の
発
見
者
で
あ
る
お
雇
い
外
国
人
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
・
モ
ー
ス
（E
dw
ard
 
Sylvester M
orse
:
一
八
三
八
?一
九
二
五
）
に
よ
る
進
化
論
に
も
繫
が
る
動
物
分
類
学
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
日
本
で
も
博
物
誌
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
西
洋
か
ら
入
っ
て
き
た
科
学
と
し
て
の
動
物
分
類
学
は
こ
れ
ま
で
と
は
大
き
く
違
う
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
の
博
物
誌
の
ル
ー
ツ
は
、
中
国
由
来
の
「
本
草
学
（
薬
学
）」
と
、
趣
味
の
世
界
で
あ
っ
た
「
貝
集
め
・
養
禽
・
園
芸
」、
の
二
つ
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
博
物
誌
は
、
非
常
に
正
確
な
生
物
情
報
の
資
料
と
し
て
有
効
で
あ
一
〇
三
り
、
江
戸
時
代
元
文
年
間
（
一
七
三
六
?一
七
四
〇
）
の
ト
キ
・
イ
ノ
シ
シ
の
地
理
分
布
や
、
北
米
原
産
の
作
物
の
伝
搬
状
況
な
ど
の
デ
ー
タ
を
抽
出
で
き
る
位
精
密
な
ソ
ー
ス
と
な
り
得
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
江
戸
時
代
の
博
物
誌
は
、
ク
ジ
ラ
を
魚
類
に
含
め
た
り
、
カ
メ
・
カ
ニ
・
貝
類
を
一
群
に
ま
と
め
る
動
物
分
類
方
法
や
、
穀
類
・
薬
草
・
園
草
な
ど
用
途
に
よ
る
植
物
分
類
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
西
洋
の
分
類
学
と
比
べ
て
幼
稚
で
非
科
学
的
と
言
わ
れ
続
け
て
き
た
（
磯
野
一
九
九
七
）。
明
治
に
入
っ
て
き
た
西
洋
文
明
の
動
物
学
は
、
日
本
の
博
物
誌
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
完
全
に
フ
ェ
ー
ズ
が
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
中
国
の
本
草
学
も
含
め
ア
ジ
ア
の
博
物
誌
に
は
な
か
っ
た
「
自
然
の
体
系
化
」
を
志
向
す
る
文
化
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
現
代
の
生
物
学
に
も
通
じ
る
生
物
系
統
学
と
な
っ
て
い
っ
た
（
磯
野
一
九
九
九
ａ
）。
Ｅ
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
は
東
京
帝
國
大
学
（
東
京
大
学
）
の
初
代
動
物
学
教
室
の
教
授
と
な
り
、
彼
の
影
響
に
よ
り
、
東
京
帝
國
大
学
に
日
本
最
初
の
臨
海
実
験
場
で
あ
る
三
崎
臨
海
実
験
所
（M
isaki M
arine B
iological Sta-
tion
）
が
設
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら
の
い
き
さ
つ
に
関
し
て
は
モ
ー
ス
本
人
の
著
作
お
よ
び
磯
野
氏
の
著
作
に
詳
し
い
（
磯
野
一
九
八
七
、
磯
野
一
九
八
八
、M
orse
1917
）。
モ
ー
ス
は
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
に
来
日
し
、
同
年
七
月
一
七
日
か
ら
八
月
末
ま
で
江
ノ
島
で
過
ご
し
、
ド
レ
ッ
ジ
や
手
繰
網
な
ど
に
よ
る
深
場
の
採
集
や
磯
採
集
を
行
い
、
ま
た
土
産
物
屋
に
て
ガ
ラ
ス
海
綿
の
ホ
ッ
ス
ガ
イ
や
サ
ン
ゴ
な
ど
を
求
め
て
い
る
（
磯
野
一
九
八
七
）。
モ
ー
ス
の
持
ち
帰
っ
た
標
本
は
、
現
在
ア
メ
リ
カ
の
ピ
ー
ボ
デ
ィ
博
物
館
（Y
P
M
:
P
eabody M
useum of N
atural H
istory at Y
ale U
niversity
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
モ
ー
ス
の
持
ち
帰
っ
た
生
物
標
本
に
、
現
在
も
未
研
究
の
ま
ま
の
深
海
・
冷
水
域
サ
ン
ゴ
標
本
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
深
海
・
冷
水
域
サ
ン
ゴ
標
本
は
す
べ
て
東
京
湾
の
採
集
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
相
模
湾
の
磯
採
集
で
、
採
集
出
来
る
も
の
及
び
、
船
舶
を
使
用
し
て
採
集
で
き
る
も
の
の
両
方
が
含
ま
れ
て
お
り
、
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
の
江
ノ
島
で
の
磯
採
集
、
ド
レ
ッ
ジ
の
両
方
で
採
集
さ
れ
た
際
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
二
深
海
・
冷
水
域
サ
ン
ゴ
と
は
日
本
で
は
沖
縄
や
小
笠
原
、
世
界
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
グ
レ
ー
ト
・
バ
リ
ア
・
リ
ー
フ
な
ど
で
知
ら
れ
る
「
サ
ン
ゴ
礁
」
は
、
一
般
に
暖
か
い
熱
帯
の
浅
い
海
に
し
か
な
い
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
一
方
、
近
年
世
界
で
注
目
を
浴
び
て
い
る
深
海
・
冷
水
域
サ
ン
ゴ
（C
W
C
:C
old
?W
ater C
oral
）
と
は
、
熱
帯
域
で
の
サ
ン
ゴ
と
同
じ
く
深
海
域
・
冷
水
域
で
の
他
の
生
き
物
の
一
〇
四
第16号 2011年比較文明研究
生
息
域
を
形
成
し
、
そ
の
よ
う
な
冷
た
い
環
境
で
生
物
多
様
性
を
非
常
に
高
く
し
て
い
る
サ
ン
ゴ
礁
ま
た
は
サ
ン
ゴ
群
集
の
こ
と
で
あ
る
（
松
本
二
〇
〇
七
、
二
〇
〇
九
）。
そ
の
分
布
は
、
大
陸
棚
斜
面
、
海
山
、
海
嶺
な
ど
に
お
い
て
、
北
極
域
か
ら
南
極
域
ま
で
世
界
中
の
海
に
広
が
っ
て
い
る
。
生
物
学
的
に
は
、
刺
胞
動
物
門
の
六
放
サ
ン
ゴ
亜
綱
・
八
放
サ
ン
ゴ
亜
綱
・
ヒ
ド
ロ
虫
綱
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
モ
ー
ス
が
持
ち
帰
っ
た
深
海
・
冷
水
域
サ
ン
ゴ
は
、
こ
の
う
ち
の
八
放
サ
ン
ゴ
亜
綱
に
属
す
る
。
日
本
で
一
番
最
初
に
八
放
サ
ン
ゴ
に
つ
い
て
報
文
を
記
名
で
書
き
記
し
た
の
は
、
モ
ー
ス
と
同
じ
御
雇
外
国
人
の
ヒ
ル
ゲ
ン
ド
ル
フ
（F
ranz M
ar-
tin H
ilgendorf
）
の
弟
子
で
、
日
本
で
最
初
の
魚
類
学
者
で
あ
る
松
原
新
之
助
（
一
八
五
三
?一
九
一
六
）
で
あ
っ
た
。
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
の
動
物
学
雑
誌
に
松
原
新
之
助
の
書
い
た
「
う
み
や
な
ぎ
」「
越
王
除
算
」
そ
し
て
「
本
邦
珊
瑚
の
産
地
」
は
論
文
に
値
す
る
情
報
が
多
い
も
の
の
、
体
裁
は
江
戸
の
博
物
誌
的
な
報
文
で
あ
る
（
松
原
一
八
九
一
ａ
ｂ
ｃ
）。
明
治
時
代
の
東
京
帝
國
大
学
で
現
在
ま
で
名
前
が
知
ら
れ
て
い
る
の
は
皆
教
授
で
あ
っ
た
り
、
所
長
で
あ
っ
た
り
、
弟
子
や
部
下
を
沢
山
残
し
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
一
方
、
純
粋
に
研
究
内
容
の
み
で
科
学
界
に
名
を
残
し
た
人
物
が
い
る
。
木
下
熊
雄
（
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
?昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
））
で
あ
る
。
現
在
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ｃ
（International
 
Sym
posium
 
on D
eep
?Sea C
orals
）
と
い
う
国
際
深
海
サ
ン
ゴ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
中
心
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
（N
ational O
ceanic
 
and A
tm
ospheric A
dm
inistration
）
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
活
発
な
研
究
分
野
に
お
い
て
、
現
在
も
最
も
論
文
を
参
照
・
引
用
さ
れ
、
知
ら
れ
て
い
る
日
本
人
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
世
界
中
で
も
っ
と
も
広
く
分
布
す
る
大
型
の
深
海
・
冷
水
域
サ
ン
ゴ
群
集
の
一
つ
は
オ
オ
キ
ン
ヤ
ギ
科
の
種Prim
-
noa pacifica K
inoshita, 1907
で
あ
る
が
、
太
平
洋
に
お
い
て
そ
の
新
種
を
最
初
に
記
載
論
文
と
し
て
科
学
界
に
報
告
し
た
の
が
木
下
熊
雄
な
の
で
あ
る
（K
inoshita
1907
）。
ま
た
、
も
う
一
つ
の
大
型
の
深
海
・
冷
水
域
サ
ン
ゴ
の
種
・
サ
ン
ゴ
ダ
マ
シ
科
のParagorgia arborea
（L
inne?
）
の
分
布
を
太
平
洋
で
初
め
て
論
文
発
表
し
た
の
も
木
下
熊
雄
で
あ
る
（
松
本
二
〇
〇
九
ｂ
）。
木
下
熊
雄
は
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
か
ら
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
間
、
帝
國
大
学
（
現
・
東
京
大
学
）
理
学
部
動
物
学
教
室
に
所
属
し
た
理
学
博
士
で
あ
る
。
宣
伝
す
る
弟
子
な
ど
も
い
な
い
上
、
長
い
間
こ
の
分
野
が
注
目
を
集
め
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
三
崎
臨
海
実
験
所
及
び
東
京
大
学
動
物
学
教
室
の
歴
史
の
中
で
は
三
崎
臨
海
実
験
所
所
長
・
理
学
部
教
授
の
箕
作
佳
吉
や
飯
島
魁
な
ど
に
比
べ
て
、
日
本
で
の
知
名
度
は
非
常
に
低
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
木
下
熊
雄
は
、
上
記
の
オ
オ
キ
ン
ヤ
ギ
と
サ
ン
ゴ
ダ
マ
シ
の
論
文
の
他
に
も
沢
山
の
新
種
記
載
論
文
や
生
態
・
分
布
の
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
に
お
い
て
も
八
放
サ
ン
ゴ
研
究
で
は
彼
の
研
究
を
参
照
せ
ず
に
は
明治の西洋動物学の黎明 木下熊雄
一
〇
五
成
り
立
た
な
い
。
木
下
熊
雄
の
残
し
た
研
究
標
本
は
、
東
京
大
学
、
及
び
ア
メ
リ
カ
・
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
自
然
史
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
故
、
深
海
・
冷
水
域
サ
ン
ゴ
研
究
に
お
い
て
今
後
ま
す
ま
す
価
値
が
高
ま
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
実
際
に
、
木
下
標
本
の
研
究
に
関
し
て
は
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
に
ア
メ
リ
カ
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
自
然
史
博
物
館
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
故
・
ベ
イ
ヤ
ー
（F
.
M
.
B
ayer
）
博
士
が
、
ま
た
そ
の
後
、
故
・
内
海
富
士
夫
博
士
（
京
都
大
学
理
学
部
教
授
）
が
調
査
し
て
お
り
、
現
在
も
筆
者
（
松
本
）
に
よ
っ
て
研
究
中
で
あ
る
。
木
下
熊
雄
は
、
八
放
サ
ン
ゴ
亜
綱
の
研
究
に
欠
か
せ
な
い
研
究
を
残
し
て
お
り
（
松
本
二
〇
〇
九
ａ
）、
ま
た
、
幕
末
〜
明
治
時
代
の
過
渡
期
に
お
い
て
西
洋
文
明
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
科
学
研
究
と
し
て
の
博
物
学
・
動
物
学
を
学
ん
だ
当
事
者
で
あ
り
、
現
在
に
も
通
用
す
る
科
学
者
と
し
て
世
界
だ
け
で
な
く
、
日
本
で
も
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
人
物
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
分
野
で
今
も
生
き
る
研
究
を
残
し
た
木
下
熊
雄
を
通
じ
て
、
明
治
の
一
研
究
者
の
背
景
と
そ
の
時
代
・
環
境
に
つ
い
て
二
〇
一
〇
年
現
在
ま
で
に
判
明
し
て
い
る
事
柄
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
三
木
下
熊
雄
木
下
熊
雄
は
熊
本
県
玉
名
市
伊
倉
出
身
。
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
五
月
二
四
日
誕
生
。
名
を
又
彦
、
後
に
改
め
て
熊
雄
と
い
う
（
犬
童
二
〇
〇
〇
）。
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）、
熊
本
中
学
濟
々
黌
（
現
・
熊
本
県
立
濟
々
黌
高
等
学
校
）
を
経
て
、
旧
制
熊
本
第
五
高
等
学
校
の
三
部
（
医
科
）
で
学
ぶ
。
そ
の
為
、
ド
イ
ツ
語
は
大
学
入
学
時
に
既
に
達
者
で
あ
っ
た
と
い
う
（
大
島
一
九
六
〇
、
一
九
六
七
）。
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
か
ら
医
学
か
ら
動
物
学
へ
専
攻
を
変
え
、
東
京
帝
國
大
学
理
学
部
動
物
学
科
に
在
籍
。
東
京
帝
國
大
学
動
物
学
科
第
三
年
生
時
に
八
出
珊
瑚
類
中
ヤ
ギ
科
（
八
放
珊
瑚
亜
綱
ヤ
ギ
目
）
を
研
究
（A
nonym
ous
1906a
）。
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）、
動
物
学
教
室
在
籍
時
に
東
京
動
物
学
会
入
会
（A
nony-
m
ous
1904
）。
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
七
月
一
一
日
に
動
物
学
教
室
を
卒
業
し
理
学
士
と
な
っ
て
い
る
（A
nonym
ous
1907b
）。
図
１
の
写
真
ａ
は
、
東
京
大
学
に
残
さ
れ
て
い
た
写
真
を
磯
野
直
秀
博
士
が
複
写
し
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
学
部
の
頃
と
思
わ
れ
る
。
写
真
ｂ
は
米
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
自
然
史
博
物
館
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
ベ
イ
ヤ
ー
博
士
が
日
本
か
ら
持
ち
帰
っ
た
写
真
を
筆
者
が
複
写
し
た
も
の
で
、
写
真
ａ
よ
り
も
後
年
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
卒
業
論
文
は
丸
善
書
店
の
東
京
帝
國
大
学
理
科
大
学
紀
要
に
印
刷
さ
れ
、
一
圓
二
〇
銭
だ
っ
た
（A
nonym
ous
1908c
）。
在
学
中
は
本
郷
の
駒
込
動
坂
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
（
木
下
一
九
八
三
）。
一
〇
六
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１東
京
帝
國
大
学
動
物
学
教
室
〜
鹿
児
島
県
宇
治
・
甑
島
卒
業
後
大
学
院
に
進
む
が
、
学
部
卒
業
直
前
の
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
六
月
初
旬
頃
に
鹿
児
島
県
・
宇
治
群
島
で
の
調
査
を
し
て
い
る
（M
atsum
oto unpublished data,A
nonym
ous
1907
）。
続
く
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
は
、
東
京
大
学
に
所
蔵
す
る
八
放
サ
ン
ゴ
亜
綱
ヤ
ギ
目
標
本
中
最
大
の
採
集
調
査
の
一
つ
の
、
鹿
児
島
県
・
宇
治
群
島
調
査
旅
行
を
執
り
行
っ
て
い
る
。
サ
ン
ゴ
漁
場
や
下
甑
村
手
折
港
に
お
い
て
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
二
ヶ
月
の
採
集
を
行
い
、
六
月
二
一
日
に
帰
京
し
た
と
記
録
に
あ
り
、
こ
の
時
採
集
し
た
標
本
に
は
ウ
ミ
ヒ
バ
、
ヤ
ギ
類
等
で
、
そ
の
他
に
ア
オ
ブ
ダ
イ
の
歯
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
手
折
港
で
は
一
貫
何
百
目
、
価
格
一
三
〇
〇
圓
の
桃
色
サ
ン
ゴ
が
上
が
っ
た
の
を
見
に
行
っ
た
と
あ
る
（M
atsum
oto unpublished data,
A
nonym
ous
1908a,
1908b
）（
図
2
ａ
）。
東
京
大
学
所
蔵
標
本
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
た
、
木
下
の
鹿
児
島
・
宇
治
群
島
調
査
に
準
ず
る
大
き
な
採
集
調
査
は
、
同
じ
く
木
下
熊
雄
に
よ
る
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
六
月
土
佐
・
柏
島
（
図
2
ｂ
）、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
七
月
下
旬
の
鹿
児
島
・
甑
島
で
の
調
査
旅
行
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
そ
の
調
査
結
果
の
秀
逸
さ
か
ら
、
木
下
の
調
査
計
画
に
お
け
る
季
節
・
場
所
の
選
択
能
力
を
示
し
て
い
る
（M
atsum
oto unpublished data
、
木
下
一
九
〇
九
ｂ
）。
図１ 木下熊雄（a）東京大学所蔵（磯野直秀博士複写）、（b）米スミソニアン自然史博物館 F.
M.Bayer博士所蔵（筆者複写）
一
〇
七
明治の西洋動物学の黎明 木下熊雄
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
以
後
は
、
木
下
熊
雄
の
採
集
し
た
八
放
サ
ン
ゴ
亜
綱
ヤ
ギ
目
標
本
の
記
録
は
な
い
。
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
は
、
初
代
三
崎
臨
海
実
験
所
所
長
の
箕
作
佳
吉
が
没
し
て
い
る
が
、
同
年
一
二
月
一
〇
日
、
東
京
動
物
学
会
例
会
に
て
、
東
京
動
物
学
会
（
現
在
の
日
本
動
物
学
会
）
の
評
議
員
一
五
名
の
内
の
一
人
と
な
る
（A
nonym
ous
1910
）。
ま
た
、
同
年
、
動
物
学
教
室
に
お
い
て
臨
海
倶
楽
部
と
い
う
三
崎
実
験
所
に
お
け
る
利
用
者
の
自
治
組
織
が
設
立
さ
れ
、
有
志
寄
付
に
よ
り
図
書
・
遊
技
具
を
取
り
揃
え
た
が
、
そ
の
責
任
者
は
木
下
熊
雄
と
田
中
茂
穂
（
の
ち
に
動
物
学
教
室
教
授
）
の
両
名
で
あ
っ
た
（
永
澤
一
九
一
一
）。
木
下
熊
雄
が
八
放
サ
ン
ゴ
類
研
究
、
田
中
茂
穂
は
魚
類
研
究
を
し
て
い
た
。
木
下
熊
雄
の
同
級
生
に
は
小
泉
丹
と
恵
利
恵
が
お
り
、
二
学
年
下
に
大
島
廣
（
熊
本
第
五
高
等
学
校
教
授
・
九
州
帝
國
大
学
教
授
・
東
京
帝
國
大
学
動
物
学
教
室
教
授
（
兼
務
））
が
い
た
（
大
島
一
九
六
七
）。大正
一
年
（
一
九
一
二
）
九
月
に
理
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
て
い
る
（A
nonym
ous
1912,K
inoshita
1913
）。
当
時
の
大
学
院
で
は
、
修
業
年
限
は
五
年
で
あ
っ
た
。
し
か
し
大
学
院
修
了
の
五
年
で
学
位
を
得
た
の
は
木
下
熊
雄
が
動
物
学
教
室
で
最
初
で
あ
っ
た
と
い
う
（
竹
脇
一
九
八
五
）。
調
査
旅
行
の
他
、
三
崎
臨
海
実
験
所
（M
M
B
S:
M
isaki M
arin B
io-
logical Station
）
に
お
い
て
採
集
さ
れ
た
標
本
に
基
づ
き
、
動
物
学
教
図２ (a）明治41年（1908）木下熊雄-宇治・甑島調査標本ラベル（直筆）、
（b）明治42年（1909）木下熊雄-土佐・柏嶋調査標本ラベル（直筆）
一
〇
八
第16号 2011年比較文明研究
室
在
籍
中
に
二
六
本
の
日
本
語
論
文
と
報
告
文
、
八
本
の
ド
イ
ツ
語
論
文
（
木
下
一
九
八
三
に
よ
る
と
一
三
本
?
）、
三
本
の
英
語
論
文
を
書
い
て
い
る
。
論
文
は
主
と
し
て
、
現
在
生
態
系
を
形
成
す
る
生
物
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
深
海
・
冷
水
域
サ
ン
ゴ
で
あ
る
八
放
サ
ン
ゴ
類
（
当
時
、
熊
雄
は
八
射
珊
瑚
と
呼
ん
で
い
る
（
木
下
一
九
〇
九
ａ
））
の
深
海
種
を
中
心
と
し
て
お
り
論
文
の
科
学
的
価
値
は
現
在
で
も
大
き
い
。
八
放
サ
ン
ゴ
類
で
の
最
後
の
論
文
は
一
九
一
四
年
で
あ
り
（
木
下
一
九
一
四
）、
動
物
学
教
室
に
在
籍
中
に
投
稿
し
た
論
文
が
全
て
で
あ
る
。
２
熊
本
県
三
角
博
士
号
取
得
の
後
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
頃
に
は
す
で
に
郷
里
・
熊
本
に
戻
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
熊
本
県
宇
土
半
島
南
端
の
三
角
港
に
一
軒
の
家
の
二
階
を
借
り
、
舟
で
ク
ラ
ゲ
な
ど
の
浮
遊
生
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
採
集
し
、
ク
ラ
ゲ
の
触
手
の
排
列
の
観
察
な
ど
を
行
い
、「
縁
膜
水
母
二
種
に
於
る
手
及
胞
の
排
列
竝
に
生
成
の
順
序
に
就
て
」（
木
下
一
九
一
六
）
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
木
下
の
生
涯
最
後
の
邦
文
論
文
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
（
大
島
一
九
五
六
、
一
九
六
七
）。
現
在
の
と
こ
ろ
こ
の
後
の
木
下
の
論
文
は
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
三
角
で
採
集
し
た
標
本
を
動
物
学
教
室
に
送
っ
た
と
見
ら
れ
、
フ
グ
の
仲
間
のSphoeroides
 
verm
icularis
 
radiatus form
.
の
記
載
論
文
に
、
副
模
式
標
本
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
熊
本
縣
三
角
、
木
下
熊
雄
氏
、
副
模
式
標
品
「
動
四
七
六
二
六
号
」」
の
文
字
が
見
ら
れ
る
（
阿
部
一
九
四
七
）。
大
島
廣
は
三
角
に
い
る
時
の
木
下
熊
雄
を
二
度
、
訪
ね
て
お
り
、
一
緒
に
港
内
で
ハ
ダ
ラ
釣
り
を
楽
し
ん
だ
、
と
記
録
し
て
い
る
（
大
島
一
九
五
六
、
一
九
六
七
）。
三
角
は
宇
土
半
島
の
先
端
に
位
置
し
、
天
草
に
か
け
て
の
複
雑
な
岩
礁
を
持
つ
海
域
で
、
ほ
ぼ
天
草
と
呼
ん
で
も
い
い
海
域
で
あ
る
。
遠
浅
砂
浜
で
細
長
い
形
の
笹
船
漁
船
を
持
つ
有
明
海
沿
岸
と
は
異
な
り
、
天
草
近
辺
の
漁
船
は
、
船
高
が
高
く
船
長
に
対
し
て
船
幅
が
広
い
外
洋
型
の
船
が
多
く
、
行
動
範
囲
も
長
崎
半
島
、
五
島
、
長
崎
県
平
戸
、
鹿
児
島
県
甑
島
沿
岸
な
ど
ま
で
を
漁
場
と
し
て
い
た
。
戦
前
に
は
玄
界
灘
を
渡
っ
て
延
縄
漁
と
素
潜
り
漁
に
出
か
け
た
と
言
う
（
中
尾
一
九
八
九
）。
こ
の
よ
う
な
広
い
漁
場
、
特
に
宇
治
群
島
〜
甑
島
は
、
木
下
熊
雄
が
帝
国
大
学
在
学
中
に
採
集
調
査
に
訪
れ
た
海
域
で
も
あ
り
、
特
に
岩
礁
域
に
生
息
す
る
深
海
・
冷
水
域
サ
ン
ゴ
を
研
究
対
象
と
し
て
い
た
木
下
熊
雄
の
興
味
を
十
分
に
ひ
く
よ
う
な
生
物
が
採
集
出
来
る
よ
う
な
海
域
で
あ
る
。
実
際
に
、
筆
者
が
木
下
熊
雄
と
同
じ
く
深
海
・
冷
水
域
サ
ン
ゴ
の
研
究
の
為
、
二
〇
〇
八
年
に
学
術
研
究
船
・
淡
青
丸
（
海
洋
研
究
開
発
機
構
）
に
乗
船
し
た
五
島
列
島
〜
甑
島
に
調
査
航
海
の
際
も
、
他
の
海
域
で
は
出
来
な
い
学
術
的
に
貴
重
な
調
査
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
時
は
天
草
・
三
角
で
は
な
く
太
平
洋
側
か
ら
土
佐
沖
を
経
由
し
、
鹿
児
島
を
ま
わ
っ
て
甑
島
方
面
一
〇
九
明治の西洋動物学の黎明 木下熊雄
に
向
か
っ
た
が
、
木
下
熊
雄
が
在
学
中
の
調
査
（
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
））
は
、
三
角
港
経
由
で
天
草
を
抜
け
て
宇
治
〜
甑
島
へ
船
で
向
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
三
角
に
は
現
在
、
西
港
と
東
港
の
二
つ
の
港
が
あ
る
が
、
木
下
熊
雄
関
連
の
港
は
お
そ
ら
く
三
角
西
港
の
方
で
あ
る
。
三
角
港
の
歴
史
は
古
く
、
第
一
二
代
景
行
天
皇
（
在
位
景
行
天
皇
元
年
（
七
一
）
?景
行
天
皇
六
〇
年
（
一
三
〇
）、
日
本
武
尊
の
父
）
九
州
行
幸
の
際
に
停
泊
し
た
と
も
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
な
っ
て
い
る
が
（A
nonym
ous
2010
）、
今
回
は
文
献
を
見
つ
け
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
。
西
港
は
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）、
内
務
省
嘱
託
の
お
雇
い
外
国
人
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ラ
イ
デ
ン
出
身
の
水
利
技
師
ム
ル
ド
ル
（
ム
ル
デ
ル
、
ム
ル
ド
ン
。A
nthonie T
hom
as L
ubertus rouw
enhorst M
ulder
:
一
八
四
八
?一
九
〇
一
）
が
設
計
監
督
し
着
工
さ
れ
、
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
開
港
し
た
（A
nonym
ous
2010
）。
港
岸
壁
の
石
積
み
は
天
草
の
石
工
集
団
が
施
行
し
、
埠
頭
の
長
さ
七
五
六
メ
ー
ト
ル
、
四
〇
〇
キ
ロ
の
切
り
石
だ
け
で
概
算
四
万
六
千
七
二
三
個
と
い
う
。
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
に
は
、
当
時
熊
本
の
旧
制
第
五
高
等
学
校
に
教
授
と
し
て
赴
任
中
の
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
が
三
角
西
港
の
旅
館
・
浦
島
屋
に
滞
在
し
、
「
夏
の
日
の
夢
」
と
い
う
紀
行
文
を
書
い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
時
は
三
角
か
ら
熊
本
ま
で
馬
車
で
の
移
動
で
あ
っ
た
（
今
泉
二
〇
〇
八
）。
鉄
道
が
熊
本
ま
で
開
通
す
る
の
は
明
治
二
四
年
の
こ
と
で
（
鹿
児
島
本
線
、
久
留
米
?熊
本
間
開
通
）、
こ
の
後
九
州
鉄
道
が
三
角
線
と
し
て
三
角
ま
で
開
通
し
た
の
は
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
の
こ
と
で
あ
る
（
実
際
に
は
明
治
三
二
年
に
初
代
駅
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
現
在
の
三
角
駅
へ
と
移
転
し
た
）。
こ
の
鉄
道
駅
が
西
港
で
は
な
く
現
在
の
東
港
の
地
区
に
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
後
の
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
に
東
港
地
区
際
崎
の
修
築
工
事
が
始
ま
り
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
三
角
東
港
が
建
設
さ
れ
た
。
勢
力
は
西
港
か
ら
東
港
へ
と
移
行
し
、
西
港
は
次
第
に
衰
退
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
西
港
に
は
明
治
二
〇
年
に
竣
工
し
た
石
積
み
の
岸
壁
が
そ
の
ま
ま
残
る
こ
と
と
な
っ
た
。
三
角
西
港
は
、
宮
城
県
の
野
蒜
港
、
福
井
県
の
三
國
港
と
並
ん
で
明
治
三
大
築
港
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
、
国
際
貿
易
港
で
あ
っ
た
。
明
治
の
三
大
築
港
の
う
ち
、
往
時
の
ま
ま
の
港
湾
の
面
影
を
現
代
に
伝
え
る
の
は
こ
の
三
角
西
港
の
み
で
あ
り
、
平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
は
国
の
重
要
文
化
財
指
定
を
受
け
、
ま
た
二
〇
〇
八
年
九
月
に
は
世
界
文
化
遺
産
候
補
と
な
っ
た
（A
nonym
ous
2010
）。
木
下
熊
雄
が
三
角
に
居
住
し
て
い
た
の
は
三
角
線
が
開
通
後
、
東
港
の
修
築
が
始
ま
る
前
〜
開
港
の
前
で
あ
り
、
西
港
が
ま
だ
貿
易
港
の
中
心
と
し
て
稼
動
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
西
港
の
立
地
は
、
三
角
ノ
瀬
戸
を
挟
ん
で
天
草
諸
島
の
大
矢
野
島
と
向
き
合
っ
て
お
り
、
平
地
は
殆
ど
な
い
。
船
を
浮
か
べ
て
い
た
と
い
う
港
も
当
時
の
ま
ま
と
思
わ
れ
る
。
一
一
〇
第16号 2011年比較文明研究
３香
川
県
丸
亀
木
下
順
二
に
よ
る
と
、
木
下
熊
雄
は
、
四
〇
代
半
ば
で
学
問
を
や
め
て
、
い
き
な
り
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
四
国
の
海
辺
に
移
り
住
ん
だ
と
な
っ
て
お
り
（
木
下
一
九
八
三
）、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
大
正
一
四
年
（
一
九
二
六
）
前
後
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
四
国
の
海
辺
と
い
う
の
は
四
国
・
讃
岐
（
香
川
県
）
の
丸
亀
で
あ
る
（
吉
田
二
〇
〇
八
ｂ
、
二
〇
〇
九
）。
丸
亀
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て
は
、「
東
京
天
文
台
編
集
の
「
理
科
年
表
」
に
よ
っ
て
気
温
や
湿
度
の
一
番
い
い
土
地
を
選
ん
だ
」（
木
下
一
九
八
三
）、
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
が
真
実
は
定
か
で
は
な
い
。
丸
亀
は
、
漁
民
や
船
乗
り
の
間
に
篤
い
金
毘
羅
信
仰
や
、
広
く
庶
民
に
も
海
上
安
全
の
祈
願
を
も
っ
て
知
ら
れ
る
「
讃
岐
の
金
毘
羅
さ
ん
」
こ
と
讃
岐
国
琴
平
山
鎮
座
の
金
刀
比
羅
宮
へ
海
路
で
参
詣
す
る
際
の
港
で
あ
る
。
金
毘
羅
参
り
専
用
の
船
が
、
い
わ
ゆ
る
讃
岐
金
毘
羅
船
で
あ
る
。
丸
亀
・
多
度
津
の
港
か
ら
金
刀
比
羅
宮
ま
で
は
お
よ
そ
三
里
（
約
一
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
で
、
参
詣
道
で
あ
る
金
毘
羅
五
街
道
（
高
松
街
道
、
丸
亀
・
多
度
津
街
道
、
阿
波
街
道
、
伊
予
街
道
、
土
佐
街
道
）
の
う
ち
最
も
栄
え
た
丸
亀
街
道
と
し
て
知
ら
れ
る
（
松
原
一
九
八
二
）。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
木
下
熊
雄
の
祖
父
・
初
太
郎
が
妻
・
初
と
熊
雄
の
実
母
・
友
、
そ
し
て
熊
雄
の
母
違
い
の
長
兄
・
弥
八
郎
（
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
?昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
））、
そ
の
乳
母
と
と
も
に
東
京
へ
上
京
す
る
際
に
は
、
熊
本
の
港
町
・
百
貫
石
か
ら
蒸
気
船
舞
鶴
丸
に
乗
船
し
肥
前
島
原
口
津
へ
、
そ
こ
か
ら
長
崎
県
茂
木
を
経
て
長
崎
へ
、
長
崎
か
ら
米
国
船
エ
リ
エ
ル
で
海
路
下
関
・
関
門
海
峡
を
通
り
、
神
戸
、
大
阪
・
京
都
・
近
江
・
美
濃
を
経
て
陸
路
東
海
道
か
ら
横
浜
、
東
京
へ
の
ル
ー
ト
を
辿
っ
て
い
る
（
犬
童
二
〇
〇
〇
）。
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
木
下
弥
八
郎
・
順
二
一
家
が
東
京
か
ら
熊
本
に
移
る
時
は
、
九
州
内
部
は
鉄
道
を
利
用
し
た
よ
う
で
あ
る
。
熊
本
駅
よ
り
一
つ
手
前
の
上
熊
本
駅
に
降
り
、
当
時
既
に
上
熊
本
か
ら
は
菊
池
鉄
道
と
い
う
軽
便
鉄
道
が
菊
池
市
ま
で
伸
び
て
い
た
が
、
そ
れ
で
は
な
く
人
力
車
に
乗
っ
た
と
い
う
（
木
下
一
九
八
三
）。
上
記
を
組
合
わ
せ
る
よ
う
な
ル
ー
ト
で
海
路
を
用
い
て
木
下
熊
雄
も
丸
亀
に
至
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
熊
雄
が
丸
亀
に
移
っ
た
後
も
、
熊
雄
よ
り
も
若
い
順
二
ら
が
丸
亀
の
木
下
宅
を
時
た
ま
訪
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
（
木
下
一
九
八
三
）。昭和
九
年
（
一
九
三
四
）
八
月
一
四
日
妻
の
卯
羅
を
亡
く
し
元
気
を
失
い
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
を
巡
礼
し
て
妻
の
冥
福
を
祈
っ
た
り
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
（
大
島
一
九
五
六
、
一
九
六
七
）。
妻
の
葬
儀
は
お
そ
ら
く
伊
倉
で
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
墓
は
木
下
熊
雄
の
墓
と
と
も
に
熊
本
県
玉
名
市
伊
倉
に
あ
る
。
順
二
に
よ
る
と
熊
雄
は
二
〇
年
間
丸
亀
に
住
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
の
で
昭
和
二
〇
年
?二
一
年
（
一
九
四
五
?一
九
四
六
）
の
太
平
洋
戦
争
前
後
ま
で
讃
岐
に
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
あ
く
ま
で
も
個
人
の
記
憶
に
よ
る
た
一
一
一
明治の西洋動物学の黎明 木下熊雄
め
正
確
な
年
月
日
は
不
明
で
あ
る
。
順
二
の
父
・
弥
八
郎
も
戦
時
中
は
伊
倉
に
疎
開
し
て
い
た
と
の
こ
と
な
の
で
（
木
下
一
九
八
三
）、
熊
雄
も
開
戦
後
す
ぐ
に
郷
里
に
帰
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
４
熊
本
県
黒
髪
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
四
月
の
東
京
動
物
学
会
（
現
、
日
本
動
物
学
会
）
の
会
員
名
簿
で
は
、
熊
本
市
黒
髪
町
宇
留
毛
一
七
〇
、
木
下
熊
雄
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
（A
nonym
ous
1947a
）。
黒
髪
は
、
木
下
熊
雄
の
通
っ
た
熊
本
県
中
学
濟
々
黌
の
所
在
地
で
あ
り
、
北
熊
本
駅
か
ら
現
在
の
熊
本
電
鉄
で
一
駅
、
黒
髪
町
駅
下
車
で
あ
る
。
こ
の
濟
々
黌
の
二
代
目
の
校
長
・
木
村
弦
雄
は
、
木
下
熊
雄
の
叔
父
・
木
下
門
の
開
い
た
私
塾
・
木
下
塾
の
門
下
生
で
あ
る
。
現
在
は
す
ぐ
近
く
に
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
や
夏
目
漱
石
の
勤
め
て
い
た
旧
制
第
五
高
等
学
校
、
通
称
・
熊
本
五
高
が
あ
り
九
州
大
学
教
授
で
、
東
京
帝
國
大
学
動
物
学
教
室
の
後
輩
の
大
島
廣
は
次
男
が
そ
の
熊
本
五
高
に
入
学
し
た
時
に
、
黒
髪
の
木
下
熊
雄
を
訪
問
し
た
が
そ
れ
が
熊
雄
と
の
最
後
の
邂
逅
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
（
大
島
廣
一
九
五
六
、
一
九
六
七
）。
丸
亀
の
二
〇
年
と
熊
雄
の
没
年
を
計
算
す
る
と
、
こ
の
黒
髪
在
住
は
あ
ま
り
長
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
５
熊
本
県
玉
名
市
伊
倉
熊
雄
は
動
物
学
会
甲
種
会
員
の
ま
ま
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
六
月
四
日
熊
本
県
玉
名
郡
伊
倉
町
（
現：
玉
名
市
伊
倉
）
の
兄
宅
に
て
没
し
て
い
る
（A
nonym
ous
1947b
）。
玉
名
市
伊
倉
は
菊
池
川
が
有
明
海
に
注
ぎ
活
火
山
雲
仙
を
海
の
向
こ
う
岸
に
見
る
、
海
に
近
い
と
て
も
古
い
港
町
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
熊
本
駅
か
ら
鹿
児
島
本
線
で
、
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
に
開
通
し
た
当
時
の
ま
ま
の
姿
の
肥
後
伊
倉
駅
が
最
寄
り
駅
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
伊
倉
の
中
心
街
に
は
二
〇
分
程
歩
く
。
木
下
熊
雄
の
兄
は
実
兄
・
季
吉
（
一
八
七
七
?一
九
三
四
）
と
、
木
下
順
二
の
父
で
あ
る
母
違
い
の
長
兄
・
弥
八
郎
で
あ
る
が
、
こ
の
玉
名
郡
伊
倉
の
兄
宅
と
い
う
の
は
木
下
弥
八
郎
の
別
宅
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
現
在
木
下
家
以
外
の
手
に
渡
っ
て
い
る
が
住
人
は
当
時
の
木
下
家
を
よ
く
知
っ
て
お
り
、
改
築
を
重
ね
て
は
い
る
も
の
の
二
重
屋
根
の
玄
関
部
分
の
み
が
当
時
の
ま
ま
の
姿
を
残
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
玄
関
か
ら
向
か
っ
て
左
の
八
畳
間
が
木
下
熊
雄
の
部
屋
で
、
亡
く
な
ら
れ
た
時
も
こ
の
部
屋
だ
っ
た
と
い
う
（pers.
com
m
.
2010
四
ケ
所
雪
男
・
玉
名
市
伊
倉
）（
図
３
）。
こ
の
別
宅
に
は
弥
八
郎
の
息
子
で
あ
る
木
下
順
二
が
伊
倉
で
滞
在
し
、
戯
曲
・
夕
鶴
を
書
い
た
と
し
て
案
内
板
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
木
下
家
の
菩
提
寺
は
伊
倉
の
光
専
寺
で
あ
る
が
（
木
下
一
九
八
三
）、
木
一
一
二
第16号 2011年比較文明研究
下
家
一
門
の
墓
所
は
寺
で
は
な
く
、
伊
倉
南
方
鍛
冶
屋
町
の
坂
を
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
下
っ
た
西
側
の
工
藤
歯
科
医
院
の
駐
車
場
の
脇
を
登
っ
た
と
こ
ろ
（
松
本
重
美
二
〇
〇
三
）
伊
倉
平
ノ
畑
（
犬
童
二
〇
〇
〇
）
に
西
の
有
明
海
の
方
向
を
向
い
て
い
る
（
図
４
写
真
）。
加
藤
清
正
の
時
代
の
四
〇
〇
年
以
上
前
ま
で
は
こ
の
墓
所
が
あ
る
伊
倉
の
崖
近
く
ま
で
海
が
あ
っ
た
。
墓
守
と
し
て
す
ぐ
そ
ば
に
木
下
末
男
氏
が
住
ん
で
お
り
、
ま
た
墓
自
体
は
木
下
順
二
の
姪
（
木
下
順
二
の
実
兄
・
国
助
と
妻
・（
藤
瀨
）
咲
子
（
サ
キ
）
の
娘
、
冴
子
氏
）
の
嫁
ぎ
先
の
吉
田
家
が
管
理
し
て
い
る
（pers.com
m
. 2010
松
本
重
美
・
玉
名
市
議
会
委
員
）。
図
５
（
写
真
ａ
ｂ
）。
木
下
順
二
は
こ
の
木
下
家
累
代
の
墓
地
に
つ
い
て
、「
墓
地
に
出
る
と
、
突
然
び
っ
く
り
す
る
よ
う
に
眼
界
が
ひ
ら
け
、
眼
の
下
に
広
く
広
く
見
は
る
か
さ
れ
る
水
田
、
そ
れ
が
地
主
た
る
わ
が
家
の
〞
領
地
〝
だ
が
、
遥
か
彼
方
に
そ
の
水
田
が
終
わ
る
と
こ
ろ
は
有
明
海
で
あ
り
、
晴
れ
た
日
に
は
、
有
明
海
を
越
し
て
西
南
の
か
た
四
十
キ
ロ
ほ
ど
向
こ
う
に
、
雲
仙
岳
が
絵
に
描
い
た
よ
う
に
眺
め
ら
れ
る
」
と
書
い
て
い
る
が
、
現
在
は
木
々
が
茂
り
、
有
明
海
を
見
渡
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
景
色
と
し
て
は
、
同
じ
く
高
台
に
あ
る
伊
倉
小
学
校
か
ら
西
南
方
面
を
眺
め
た
景
色
と
同
じ
よ
う
な
風
景
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
わ
れ
る
（
図
５
）。
か
つ
て
は
菊
池
川
河
口
の
港
町
で
あ
り
、
菊
池
川
の
支
流
の
唐
人
川
が
伊
倉
の
横
を
通
っ
て
い
た
。
伊
倉
の
丹に
倍べ
津のつ
跡
は
中
世
安
土
桃
山
時
代
の
天
正
（
一
五
七
三
?一
五
九
一
）
以
前
ま
で
は
唐
や
明
な
ど
と
の
国
際
貿
易
港
と
し
て
栄
え
た
。
舟
を
繫
い
だ
石
や
唐
人
町
に
あ
る
伊
倉
五
山
の
一
つ
旧
桜
井
山
安
住
寺
の
樹
齢
推
定
七
〇
〇
年
の
「
唐
人
船
繫
ぎ
の
銀
杏
」
と
呼
ば
れ
る
銀
杏
の
大
木
が
今
も
残
さ
れ
て
い
る
。
有
明
海
は
ほ
と
ん
ど
遠
浅
で
、
泥
質
の
干
潟
で
は
な
く
砂
質
の
干
潟
が
中
心
の
浜
が
広
く
続
き
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
単
調
で
あ
り
、
昔
か
ら
ア
サ
リ
、
ハ
マ
グ
リ
な
ど
の
採
貝
漁
や
エ
ビ
や
カ
ニ
漁
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
ま
た
有
明
海
で
最
初
に
海
苔
の
養
殖
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
菊
池
川
河
口
部
で
あ
っ
た
。
人
工
採
苗
が
普
及
す
る
ま
で
は
有
明
海
沿
岸
の
海
苔
養
殖
業
者
は
、
菊
図３ 木下熊雄兄・弥八郎別宅 玄関部分当
時のまま。熊本県玉名市伊倉
一
一
三
明治の西洋動物学の黎明 木下熊雄
図４ 木下家一門墓所 熊本県玉名市伊倉
（a）墓所左側全体。後列一番左：木下熊雄、（b）木下熊
雄の墓
図５ 伊倉小学校から有明海方面 左側手前が干拓地の水田と右側写真外が木下
一門墓所方向、奥中央が雲仙岳。雲仙と水田の間が有明海である。
図６ 惣庄屋木下家屋敷跡石垣
一
一
四
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池
川
河
口
部
の
天
然
の
海
苔
採
苗
地
の
権
利
を
買
っ
て
採
苗
し
た
と
い
う
（
中
尾
一
九
八
九
）。
唐
人
船
繫
ぎ
の
銀
杏
の
目
の
前
に
は
木
下
家
が
場
所
を
提
供
し
た
有
明
海
苔
の
工
場
が
あ
っ
た
と
い
い
（pers.com
m
. 2010
松
本
重
美
・
玉
名
市
議
会
委
員
）、
今
で
も
Ｊ
Ｒ
肥
後
伊
倉
駅
の
す
ぐ
近
く
に
一
九
一
四
年
創
業
の
浦
島
海
苔
が
操
業
し
て
い
る
。
伊
倉
町
内
に
は
縄
文
時
代
か
ら
古
墳
時
代
、
中
世
に
わ
た
っ
て
、
唐
人
町
貝
塚
、
城
が
崎
貝
塚
な
ど
、
多
く
の
遺
跡
群
が
残
っ
て
い
る
。
貝
塚
の
作
ら
れ
た
縄
文
時
代
か
ら
、
天
正
一
七
年
（
一
五
八
九
）
加
藤
清
正
が
菊
池
川
の
流
路
を
変
え
る
工
事
に
取
り
掛
か
り
細
川
氏
に
引
き
継
が
れ
、
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
ま
で
続
い
た
玉
名
横
島
干
拓
で
完
全
に
失
わ
れ
る
ま
で
、
有
明
海
を
目
の
前
に
し
た
港
町
伊
倉
を
支
え
て
い
た
海
に
基
づ
く
生
活
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（A
nonym
ous
2008,A
nonym
ous
2009
）。
四
木
下
家
木
下
熊
雄
の
生
家
で
あ
る
木
下
家
は
、
こ
の
伊
倉
の
惣
庄
屋
を
務
め
て
お
り
熊
本
の
名
家
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
木
下
家
は
熊
本
県
菊
池
市
今
の
菊
池
木
下
家
と
、
同
じ
く
玉
名
市
伊
倉
の
伊
倉
木
下
家
が
あ
り
お
互
い
複
雑
な
姻
戚
関
係
に
あ
る
（
犬
童
二
〇
〇
〇
、
木
下
二
〇
〇
九
、「
木
下
家
と
玉
名
」）
（
表
１
）。
１
伊
倉
木
下
家
伊
倉
木
下
家
は
加
藤
清
正
の
時
代
（
天
正
一
六
年
（
一
五
八
八
）
?慶
長
一
六
年
（
一
六
一
一
））
の
、
豪
刀
武
用
刀
と
し
て
知
ら
れ
熊
本
城
の
常
備
刀
で
あ
っ
た
同どう
田た
貫ぬき
派
の
刀
鍛
冶
、
初
代
・
左
馬
之
介
清
国
を
祖
と
す
る
。
伊
倉
南
方
西
屋
敷
に
鍛
冶
屋
町
遺
跡
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
場
所
が
惣
庄
屋
木
下
家
の
屋
敷
で
あ
っ
た
（
図
６
写
真
）。
港
の
丹
倍
津
跡
か
ら
西
の
御
幣
振
坂
を
通
り
直
線
道
が
屋
敷
跡
の
前
を
通
る
場
所
に
位
置
し
て
い
る
。
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
の
は
木
下
慶
吉
の
代
の
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
で
あ
り
そ
こ
か
ら
木
下
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。
慶
吉
の
子
・
初
太
郎
（
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
?明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
））
は
、
中
富
手
永
・
南
関
手
永
・
坂
下
手
永
の
惣
庄
屋
を
歴
任
し
た
。
こ
の
初
太
郎
が
、
木
下
熊
雄
の
祖
父
に
あ
た
り
、
ま
た
劇
作
家
の
木
下
順
二
の
曾
祖
父
で
あ
る
（
松
本
二
〇
〇
三
、
木
下
一
九
八
三
）。
惣
庄
屋
と
は
手
永
を
統
轄
す
る
役
職
の
こ
と
を
い
い
代
官
を
兼
ね
て
い
る
士
族
身
分
で
あ
る
。
手
永
と
は
加
藤
氏
の
後
、
細
川
氏
が
肥
後
に
入
国
後
作
ら
れ
た
細
川
藩
独
自
の
制
度
で
あ
り
今
の
市
町
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。
一
つ
の
手
永
は
普
通
数
ケ
村
か
ら
一
〇
数
ケ
村
よ
り
成
り
、
惣
庄
屋
は
地
域
内
の
庄
屋
を
藩
に
推
薦
す
る
立
場
で
あ
り
、
庄
屋
を
指
揮
し
て
手
永
を
統
括
し
て
い
た
。
つ
ま
り
肥
後
細
川
藩
に
お
い
て
は
、
郡
方
奉
行
（
郡
代
）
｜
惣
庄
屋
（
代
官
）
｜
庄
屋
｜
組
頭
｜
百
姓
、
と
い
う
制
度
で
管
轄
さ
れ
て
い
た
。
伊
一
一
五
明治の西洋動物学の黎明 木下熊雄
一
一
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表１ 木下家家系図
倉
は
小
田
手
永
に
属
し
て
い
た
が
、
木
下
家
は
右
記
の
と
お
り
、
屋
敷
の
あ
る
地
元
・
小
田
手
永
の
惣
庄
屋
で
は
な
く
他
の
地
域
の
手
永
（
中
富
、
南
関
、
坂
下
）
の
惣
庄
屋
に
就
任
し
て
い
た
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
七
月
に
惣
庄
屋
制
は
解
体
さ
れ
、
手
永
も
郷
と
改
称
さ
れ
た
。
初
太
郎
も
こ
れ
に
伴
い
惣
庄
屋
の
任
を
解
か
れ
、
同
年
五
〇
人
程
を
相
手
と
す
る
私
塾
を
自
宅
で
開
い
て
い
る
。
ま
た
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
は
伊
倉
小
学
校
開
業
に
伴
い
教
師
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
に
は
伊
倉
学
校
幹
事
も
兼
務
し
た
（
犬
童
二
〇
〇
〇
）。
惣
庄
屋
解
体
は
木
下
熊
雄
の
生
ま
れ
る
一
一
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
以
降
も
小
作
制
度
は
続
い
て
お
り
、
小
作
米
納
入
の
時
期
に
な
る
と
惣
庄
屋
木
下
家
に
は
荷
車
に
積
ん
だ
り
馬
に
つ
け
た
り
し
て
、
小
作
米
の
米
俵
が
続
々
と
運
び
込
ま
れ
た
と
い
う
（pers.
com
m
.
2010
木
下
一
九
八
三
）。
こ
の
初
太
郎
の
長
女
・
那
智
（
奈
智
）
に
菊
池
木
下
家
の
木
下
の
実
弟
・
助
之
（
徳
太
郎
・
助
之
允：
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
〜
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
））
が
養
子
に
入
る
。
長
男
・
弥
八
郎
の
母
は
菊
池
木
下
家
・
初
太
郎
の
娘
那
智
（
奈
智
）
で
あ
る
が
、
次
男
・
季
吉
、
三
男
・
熊
雄
の
母
は
福
島
氏
・
友
で
あ
る
。
つ
ま
り
木
下
熊
雄
は
劇
作
家
・
木
下
順
二
の
父
・
木
下
弥
八
郎
（
第
一
一
代
伊
倉
町
長
・
東
京
大
学
農
学
部
卒
・
農
商
務
省
）
の
母
親
違
い
の
弟
で
、
木
下
順
二
に
と
っ
て
は
叔
父
に
あ
た
る
（
表
１
）。
木
下
順
二
は
自
叙
伝
的
小
説
「
本
郷
」
で
「
三
人
の
お
じ
さ
ん
が
本
郷
に
い
た
」
と
し
て
木
下
兄
弟
と
母
・（
佐
々
）
三
愛
（
?
?一
九
七
二
）
の
実
兄
・
江
戸
文
学
研
究
者
・
佐
々
醒
雪
（
一
八
七
二
?一
九
一
七
）
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
（
木
下
一
九
八
三
、
不
破
二
〇
〇
八
）。
初
太
郎
の
実
弟
の
竹
崎
茶
堂
（
木
下
律
次
郎：
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
?明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
））
は
、
や
は
り
惣
庄
屋
・
竹
崎
次
郎
八
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
。
上
益
城
郡
惣
庄
屋
矢
嶋
氏
の
順
子
（
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
?明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
））
を
妻
と
す
る
。
竹
崎
（
矢
嶋
）
順
子
の
妹
久
子
（
一
八
二
九
?一
九
一
九
）
は
葦
北
惣
庄
屋
・
徳
富
一
敬
（
萬
熊：
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
?大
正
三
年
（
一
九
一
四
））
の
妻
で
あ
り
、
思
想
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
徳
富
蘇
峰
（
猪
一
郎
）、
小
説
家
・
徳
冨
蘆
花
（
健
次
郎
）
の
母
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
妹
つ
せ
子
（
一
八
三
一
?一
八
九
四
）
は
政
治
家
・
思
想
家
の
熊
本
実
学
党
・
横
井
小
楠
（
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
?明
治
二
年
（
一
八
六
九
））
の
後
妻
で
あ
る
。
竹
崎
茶
堂
、
徳
富
一
敬
、
そ
し
て
竹
崎
（
矢
嶋
）
順
子
の
兄
・
矢
嶋
氏
長
男
・
矢
嶋
源
助
（
直
方
）
は
全
員
横
井
小
楠
に
師
事
し
て
い
る
熊
本
実
学
党
で
あ
る
。
矢
嶋
氏
六
女
が
、
宮
内
庁
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
の
矢
島
楫
子
（
か
つ：
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
?大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
））
で
あ
る
。
弥
八
郎
の
長
男
・
国
助
（
?
一
九
〇
一
?一
九
三
一
、
国
立
天
文
台
技
師
）
が
亡
く
な
っ
た
の
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
六
月
一
五
日
で
あ
っ
た
。
木
一
一
七
明治の西洋動物学の黎明 木下熊雄
下
順
二
は
木
下
弥
八
郎
の
後
妻
・（
佐
々
）
三
愛
の
次
男
で
あ
り
、
長
男
亡
き
後
は
弥
八
郎
の
次
男
と
し
て
本
来
は
惣
庄
屋
の
跡
取
り
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
明
治
〜
昭
和
に
か
け
て
当
時
流
行
で
あ
っ
た
共
産
主
義
的
思
想
に
傾
倒
し
弥
八
郎
と
も
対
立
し
て
い
た
気
配
の
あ
る
兄
・
国
助
、
及
び
母
方
の
長
兄
・
不
破
武
夫
（（
?
一
八
九
九
??
一
九
四
七
）
九
州
大
学
教
授
、
学
習
院
次
長
）
に
も
影
響
を
受
け
て
い
た
順
二
は
、
自
著
「
本
郷
」
で
は
本
人
の
気
分
と
し
て
、
庄
屋
制
度
に
対
し
て
古
い
封
建
制
と
し
て
か
な
り
な
抵
抗
が
あ
る
こ
と
を
綴
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
い
さ
さ
か
病
的
で
、「〞
家
〝（
イ
エ
ま
た
ケ
）
と
い
う
観
念
と
実
体
と
に
強
い
嫌
悪
」
を
感
じ
て
お
り
、
単
に
街
を
歩
い
て
い
て
○
○
家
葬
儀
場
と
い
う
立
看
板
を
見
か
け
た
り
、
ホ
テ
ル
で
○
○
家
御
結
婚
式
場
と
い
う
表
示
板
が
眼
に
入
っ
た
り
す
る
だ
け
で
不
快
に
な
る
こ
と
も
告
白
し
て
い
る
（
木
下
一
九
八
三
）。
本
人
的
に
は
そ
う
い
っ
た
感
情
も
含
め
様
々
な
理
由
で
最
終
的
に
は
跡
取
り
を
放
棄
し
て
い
る
。
結
果
、
木
下
家
の
跡
取
り
は
、
弥
八
郎
の
先
妻
の
長
男
・
国
助
が
亡
く
な
っ
た
八
日
後
の
一
九
三
一
年
六
月
二
三
日
に
生
ま
れ
た
国
助
の
娘
・
冴
子
が
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
（
木
下
一
九
八
三
、
不
破
二
〇
〇
八
）。
熊
本
の
歴
史
的
に
は
残
念
な
こ
と
に
、
婿
取
り
で
は
な
か
っ
た
為
、
伊
倉
木
下
家
の
直
系
の
苗
字
は
こ
こ
で
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
と
は
い
え
、
順
二
の
父
・
弥
八
郎
は
決
し
て
地
主
と
し
て
不
遜
な
領
主
風
を
吹
か
せ
て
い
た
の
で
は
な
く
小
作
人
と
も
極
め
て
自
然
な
態
度
で
あ
り
、
そ
こ
に
〞
冷
た
い
〝
感
じ
は
な
か
っ
た
と
い
う
（
木
下
一
九
八
三
）。
そ
こ
に
非
人
間
性
を
感
じ
る
気
分
は
む
し
ろ
、
時
代
と
木
下
順
二
の
内
部
に
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
順
二
の
母
・
三
愛
も
織
田
信
長
・
羽
柴
秀
吉
に
仕
え
た
肥
後
国
主
・
佐
々
成
政
の
弟
の
後
裔
で
封
建
制
度
の
中
心
に
い
る
側
で
あ
る
。
順
二
本
人
も
太
平
洋
戦
争
敗
戦
後
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
占
領
政
策
が
、
「
家
」
に
対
す
る
自
分
の
理
由
づ
け
を
正
当
化
す
る
意
識
に
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
た
と
い
う
（
木
下
一
九
八
三
）。
江
戸
時
代
の
四
〇
〇
年
間
に
わ
た
る
、
安
定
し
た
日
本
の
国
内
政
策
の
有
効
性
の
再
評
価
は
、
導
入
部
に
書
い
た
江
戸
時
代
の
東
洋
の
博
物
誌
の
再
評
価
に
も
通
じ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
熊
雄
の
実
兄
・
木
下
季
吉
博
士
は
東
京
帝
國
大
学
教
授
で
、
ラ
ジ
ウ
ム
な
ど
放
射
性
物
質
の
研
究
を
し
て
い
た
。
木
下
順
二
の
記
憶
で
は
熊
雄
よ
り
六
歳
年
上
と
な
っ
て
い
る
が
、
犬
童
に
よ
る
と
四
歳
年
上
で
あ
る
（
犬
童
二
〇
〇
〇
）。
本
郷
曙
町
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
。
二
〇
代
の
末
（
一
九
〇
五
年
前
後
?
）
か
ら
数
年
間
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
イ
ギ
リ
ス
）・
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
（E
rnst R
utherford
、
一
九
〇
八
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
）、
ド
イ
ツ
・
シ
ュ
タ
ル
ク
（Johannes Stark
、
一
九
一
九
年
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
）
に
つ
い
て
学
ん
だ
と
い
う
。（
木
下
一
九
八
三
）。
木
下
熊
雄
が
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
に
「
卵
の
発
生
に
及
ぼ
す
ラ
ヂ
ウ
ム
放
射
線
の
影
響
に
就
て
」
と
い
う
報
文
を
発
表
し
て
い
る
が
（
木
下
一
九
一
一
）、
こ
れ
は
正
に
兄
・
李
吉
の
影
響
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
当
時
こ
の
よ
う
一
一
八
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な
斬
新
な
実
験
を
試
み
よ
う
と
し
た
生
物
学
者
は
木
下
熊
雄
た
だ
一
人
で
あ
る
。２
菊
池
木
下
家
熊
雄
、
季
吉
、
弥
八
郎
三
兄
弟
の
父
・
助
之
（
幼
名
・
徳
太
郎
、
初
名
・
助
之
允
）
は
菊
池
木
下
家
・
木
下
衛
門
の
四
男
で
、
伊
倉
木
下
家
に
養
子
に
入
っ
て
い
る
。
助
之
本
人
も
初
太
郎
を
継
い
で
、
江
戸
時
代
は
玉
名
郡
内
内
田
手
永
惣
庄
屋
・
南
関
惣
庄
屋
・
細
川
藩
会
計
局
主
計
を
勤
め
、
伊
倉
で
木
下
塾
を
創
設
し
た
。
明
治
に
な
っ
て
か
ら
は
、
明
治
五
年
東
京
府
大
属
・
明
治
一
二
年
熊
本
県
議
会
議
長
・
明
治
一
三
年
?一
六
年
玉
名
郡
長
・
明
治
二
三
年
第
一
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
員
を
勤
め
て
い
る
（
木
下
一
九
八
三
、
木
下
二
〇
〇
九
、「
木
下
家
と
玉
名
」）。
助
之
の
長
兄
が
、
菊
池
木
下
家
の
木
下
（
幼
名
・
宇
太
郎
、
名
・
業
廣
、
字
・
子
勤
、
通
称
・
真
太
郎
、
号
・
犀
潭：
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
年
）
?慶
応
三
年
（
一
八
六
七
））
で
あ
る
（
犬
童
二
〇
〇
〇
）。
熊
本
県
菊
池
市
今
で
、
私
塾
を
開
い
て
い
た
が
、
そ
の
後
肥
後
藩
主
斎
護
侯
、
及
び
世
子
慶
前
の
判
読
と
な
り
江
戸
詰
で
あ
っ
た
。
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
熊
本
藩
藩
黌
・
時
習
館
訓
導
と
な
り
、
熊
本
の
坪
井
新
道
に
家
塾
「
村
書
屋
」
通
称
「
木
下
塾
」
を
創
設
し
た
。
こ
れ
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
一
二
月
か
ら
は
官
塾
と
な
り
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
ま
で
の
二
〇
年
間
続
い
た
（
犬
童
二
〇
〇
〇
）。
木
下
塾
で
の
塾
生
は
九
〇
〇
人
に
及
ん
だ
が
、
そ
の
中
で
特
に
「
木
下
門
下
の
四
天
王
」
と
呼
ば
れ
た
四
人
が
、
井
上
毅
（
号
・
梧
陰：
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
?明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）、
文
部
大
臣
）、
竹
添
進
一
郎
（
号
・
井
々：
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
?大
正
六
年
（
一
九
一
七
）、
大
蔵
省
官
僚
、
外
交
官
、
東
京
帝
國
大
学
教
授
）、
古
庄
嘉
門
（
号
・
火
海：
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
?大
正
四
年
（
一
九
一
五
）、
第
一
高
等
中
学
校
（
東
京
大
学
）
校
長
、
第
一
回
衆
議
院
議
員
、
台
湾
総
督
府
内
務
部
長
、
群
馬
県
知
事
、
貴
族
院
議
員
）、
木
村
弦
雄
（
号
・
邦
舟：
天
保
八
年
（
一
八
三
八
）
?明
治
四
〇
年
（
一
八
九
二
）、
熊
本
中
学
校
校
長
、
熊
本
師
範
学
校
（
熊
本
大
学
教
育
学
部
）
校
長
、
宮
内
省
御
用
係
、
学
習
院
幹
事
、
第
三
代
熊
本
濟
々
黌
校
長
）
で
あ
っ
た
（
木
下
二
〇
〇
九
）。
ま
た
明
治
天
皇
侍
従
長
・
陸
軍
中
佐
・
米
田
虎
雄
も
木
下
塾
の
門
人
で
あ
る
。
木
下
塾
で
は
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
る
者
が
あ
れ
ば
藩
黌
・
時
習
館
に
入
学
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
木
下
熊
雄
の
父
で
木
下
順
二
の
祖
父
・
助
之
も
開
塾
す
ぐ
の
嘉
永
二
年
三
月
に
木
下
塾
三
人
目
の
入
塾
生
と
し
て
学
ん
で
い
る
（
犬
童
二
〇
〇
〇
）。
事
実
は
、
木
下
順
二
の
嫌
悪
し
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
の
封
建
主
義
と
は
対
極
の
、
身
分
や
格
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
入
塾
す
る
こ
と
が
出
来
る
自
由
な
学
風
の
官
塾
で
あ
っ
た
。
こ
の
学
風
や
教
育
の
自
由
さ
は
、
書
屋
の
門
下
生
の
所
属
党
派
が
、
学
校
党
、
実
学
党
、
敬
神
党
、
民
権
党
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
事
実
か
ら
も
示
さ
れ
て
い
一
一
九
明治の西洋動物学の黎明 木下熊雄
る
。菊
池
市
今
で
の
私
塾
「
古
耕
精
舎
（
古
耕
舎
）」
は
、
村
の
後
を
、
村
の
弟
、
つ
ま
り
助
之
の
三
番
目
の
兄
の
木
下
真
弘
（
通
称
・
小
太
郎
、
号
・
梅
里：
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
?明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
））
が
継
ぎ
、
江
戸
年
間
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
か
ら
明
治
元
年
（
一
八
六
九
年
）
ま
で
二
三
年
間
に
わ
た
っ
て
教
育
を
行
っ
た
。
真
弘
も
ま
た
藩
校
・
時
習
館
訓
導
と
な
り
熊
本
へ
、
そ
の
後
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
か
ら
太
政
官
官
吏
と
し
て
内
閣
修
史
局
・
正
院
に
勤
め
「
維
新
新
旧
比
較
表
」（
木
下
一
九
九
三
）
を
編
集
し
た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
岩
倉
具
視
の
命
と
思
わ
れ
る
（
木
下
二
〇
〇
九
）。
菊
池
木
下
家
・
の
長
女
・
靍
が
、
書
屋
の
門
下
、
井
上
毅
の
妻
で
あ
り
、
の
次
男
に
第
一
高
等
中
学
校
（
東
京
大
学
）
校
長
・
京
都
帝
国
大
学
の
初
代
総
長
の
木
下
廣
次
が
い
る
。
廣
次
の
妻
は
、
伊
倉
木
下
家
の
助
之
の
娘
・
常
（
徒
祢
）、
つ
ま
り
木
下
熊
雄
の
母
違
い
の
姉
で
あ
る
。
京
都
大
学
大
学
文
書
館
「
木
下
広
次
関
係
資
料
」（
西
山
二
〇
〇
五
）
に
、
木
下
熊
雄
が
発
信
者
の
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
熊
雄
の
甥
・
廣
次
と
熊
雄
の
姉
・
常
の
息
子
達
は
、
長
男
・
木
下
正
雄
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
講
師
・
理
化
学
研
究
所
所
員
の
博
士
（
大
島
一
九
六
七
、
木
下
二
〇
〇
九
）、
次
男
は
東
宮
侍
従
・
皇
后
宮
事
務
官
・
内
匠
頭
・
皇
后
宮
大
夫
兼
昭
和
天
皇
の
侍
従
次
長
の
木
下
道
雄
で
あ
る
（
木
下
二
〇
〇
九
）。
道
雄
の
妻
に
は
、
再
び
伊
倉
木
下
家
・
弥
八
郎
の
娘
・
木
下
熊
雄
の
姪
・
木
下
順
二
の
母
違
い
の
姉
・
靜
子
（
シ
ズ
）
が
嫁
い
で
い
る
（
不
破
二
〇
〇
八
）。
ま
た
、
菊
池
木
下
家
の
分
家
か
ら
、
昭
和
天
皇
の
皇
后
（
香
淳
皇
后
）
の
女
官
長
・（
木
下
）
原
田
律
子
（
?
?二
〇
〇
五
）
が
で
て
い
る
（
木
下
二
〇
〇
九
）。五
木
下
熊
雄
と
そ
の
世
界
改
め
て
木
下
家
の
家
系
図
を
見
る
と
、
幕
末
か
ら
明
治
、
大
正
、
昭
和
に
か
け
て
の
日
本
の
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
木
下
家
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
惣
庄
屋
、
肥
後
藩
主
判
読
、
肥
後
藩
校
・
時
習
館
訓
導
、
細
川
藩
会
計
局
、
帝
国
議
会
衆
議
院
議
員
、
熊
本
県
議
会
議
長
、
太
政
官
官
吏
、
帝
國
軍
人
、
放
射
線
、
天
文
学
、
物
理
学
、
動
物
学
、
昭
和
天
皇
の
次
侍
従
長
、
香
淳
皇
后
の
女
官
長
、
熊
本
実
学
党
、
学
校
党
、
旧
制
第
五
高
等
学
校
教
授
…
…
。
一
門
か
ら
排
出
さ
れ
た
錚
々
た
る
人
材
は
、
明
ら
か
に
幕
末
、
開
国
か
ら
明
治
に
お
い
て
流
入
し
て
き
た
大
量
の
西
洋
文
明
に
媚
び
る
こ
と
の
な
い
技
術
知
識
の
導
入
と
、
江
戸
の
知
識
・
体
制
と
西
洋
文
明
と
の
融
合
に
大
変
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
、
科
学
分
野
で
二
〇
一
一
年
現
在
も
論
文
が
「
引
用
」
さ
れ
続
け
て
い
る
の
は
木
下
熊
雄
で
あ
る
。
木
下
家
の
活
躍
す
る
分
野
が
あ
ま
り
一
二
〇
第16号 2011年比較文明研究
に
も
多
岐
に
渡
る
が
故
に
同
分
野
の
学
問
を
学
ん
だ
人
物
が
い
な
い
。
ま
た
文
系
で
は
一
般
的
に
自
分
の
こ
と
を
書
き
記
す
傾
向
が
あ
る
が
、
理
系
は
専
門
論
文
し
か
残
さ
な
い
こ
と
が
多
く
、
い
わ
ゆ
る
教
授
と
な
ら
な
け
れ
ば
弟
子
が
そ
の
人
と
な
り
や
学
術
上
の
意
義
を
説
明
し
て
は
く
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
木
下
熊
雄
の
場
合
は
、
当
時
日
本
国
内
で
は
研
究
の
内
容
が
分
か
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
は
、
生
物
学
者
と
し
て
同
じ
刺
胞
動
物
の
仲
間
を
研
究
し
て
い
た
昭
和
天
皇
ぐ
ら
い
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
明
治
天
皇
の
侍
従
長
が
木
下
書
屋
の
門
下
で
あ
っ
た
り
、
昭
和
天
皇
の
侍
従
次
長
や
、
皇
后
の
女
官
長
が
木
下
家
の
も
の
で
あ
っ
た
関
係
も
あ
る
の
だ
ろ
う
、
昭
和
天
皇
に
御
進
講
と
い
う
話
が
持
ち
上
が
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
た
だ
「
お
れ
が
と
は
専
門
的
で
難
し
す
ぎ
る
け
ん
、
も
す
こ
し
易
し
か
と
が
よ
か
ろ
う
」
と
断
っ
た
と
い
う
（
吉
田
二
〇
〇
八
ａ
）。
ま
た
「
自
分
は
大
学
教
授
な
ど
に
は
断
じ
て
な
ら
な
い
ぞ
」
と
断
言
し
て
い
た
（
大
島
一
九
五
六
、
一
九
六
七
）
と
も
い
う
。
こ
れ
ら
の
逸
話
も
、
熊
雄
の
叔
父
の
木
下
村
が
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
、
江
戸
幕
府
直
轄
の
儒
学
・
漢
学
の
教
学
機
関
・
昌
平
黌
（
昌
平
坂
学
問
所
）
教
授
に
し
よ
う
と
す
る
幕
府
か
ら
の
命
令
に
対
し
て
、
こ
れ
を
固
辞
し
て
熊
本
に
帰
国
し
て
し
ま
っ
た
逸
話
と
も
ど
こ
か
重
な
る
。
ま
た
ス
ケ
ー
ル
が
非
常
に
ほ
ほ
え
ま
し
く
な
る
が
、
甥
の
木
下
順
二
が
様
々
な
理
由
を
つ
け
て
徹
底
的
に
家
督
を
継
ぐ
の
を
拒
否
し
た
姿
も
、
こ
れ
に
通
じ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
理
屈
っ
ぽ
さ
は
、
木
下
家
の
特
徴
と
言
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
東
京
帝
國
大
学
動
物
学
教
室
の
後
輩
大
島
廣
は
、
木
下
熊
雄
に
つ
い
て
、「
闘
志
満
々
、
後
輩
を
〞
教
育
〝
す
る
の
に
毫
も
仮
借
し
な
い
お
そ
ろ
し
い
存
在
だ
っ
た
。
頭
が
鋭
く
、
大
抵
の
人
間
が
バ
カ
の
よ
う
に
み
え
る
ら
し
く
辛
辣
に
人
を
批
判
す
る
。
元
気
者
で
昼
間
は
潜
水
採
集
の
指
導
で
鍛
え
ら
れ
、
夜
は
宗
教
論
な
ど
で
理
窟
攻
め
に
あ
っ
た
。」
と
い
う
熊
雄
の
文
武
両
道
ぶ
り
と
そ
の
理
屈
攻
め
に
つ
い
て
回
想
し
て
い
る
（
大
島
一
九
五
六
、
一
九
六
七
）。
ま
た
、
木
下
順
二
も
同
様
に
、
熊
雄
が
正
座
を
崩
さ
な
い
ま
ま
、
そ
の
日
の
新
聞
記
事
か
ら
旧
約
聖
書
創
世
記
か
ら
老
子
、
有
限
と
無
限
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
物
質
の
区
別
に
つ
い
て
、
な
ど
、
時
事
か
ら
宗
教
か
ら
物
理
学
数
学
ま
で
の
広
い
話
題
を
展
開
さ
れ
、
さ
ぞ
ぼ
く
は
ば
か
に
見
え
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
あ
と
思
い
、
熊
雄
の
前
に
坐
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
後
も
感
じ
る
理
由
の
な
い
微
か
な
劣
等
感
が
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
自
己
分
析
し
て
い
る
（
木
下
一
九
八
三
）。
木
下
順
二
は
、
熊
雄
に
つ
い
て
「
あ
る
こ
と
に
賛
成
す
る
場
合
で
も
叔
父
さ
ん
は
必
ず
色
々
と
理
屈
を
並
べ
る
か
ら
、
で
は
反
対
な
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
実
は
賛
成
な
の
だ
っ
た
と
い
う
ふ
う
で
あ
っ
た
。」
と
し
、
非
常
に
肥
後
も
っ
こ
す
的
性
格
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
（
木
下
一
九
八
三
）。
そ
の
理
屈
っ
ぽ
さ
や
、
人
に
劣
等
感
を
感
じ
さ
せ
る
独
特
の
雰
囲
気
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
熊
雄
は
勇
ま
し
い
名
前
に
似
ず
話
し
一
二
一
明治の西洋動物学の黎明 木下熊雄
好
き
で
、
思
い
や
り
の
あ
る
人
物
と
し
て
も
回
想
さ
れ
て
い
る
（
吉
田
二
〇
〇
九
）。
木
下
順
二
が
木
下
家
の
後
を
継
ぐ
の
を
拒
否
し
た
後
に
跡
取
り
娘
と
な
っ
た
娘
を
育
て
て
い
た
国
助
の
妻
・
咲
子
（
サ
キ
）
に
、
当
時
と
し
て
は
最
先
端
の
ル
ソ
ー
の
教
育
論
「
エ
ミ
ー
ル
」
を
読
む
よ
う
に
勧
め
る
な
ど
（
吉
田
二
〇
〇
九
）、
木
下
家
の
他
の
兄
弟
・
親
戚
と
同
じ
く
あ
る
意
味
先
進
的
な
博
識
さ
も
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
。
先
の
大
島
廣
も
、
熊
雄
と
長
く
付
き
合
う
う
ち
に
幾
分
お
手
柔
ら
か
に
な
り
相
当
な
待
遇
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
の
こ
と
で
、
晩
年
に
は
最
も
多
く
親
し
ん
だ
人
の
二
人
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
木
下
熊
雄
の
名
を
挙
げ
て
い
る
（
大
島
一
九
五
六
、
一
九
六
七
）。
順
二
も
熊
雄
の
こ
と
を
、「
音
で
い
え
ば
ゴ
ン
ま
た
は
ゴ
ー
ン
、
時
と
し
て
ゴ
ー
ン
ウ
ォ
ン
ウ
ォ
ン
ウ
ォ
ン
」
と
も
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
厳
し
く
も
神
経
質
な
鋭
さ
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
彼
以
外
の
も
の
で
は
な
い
思
考
方
法
と
生
活
様
式
を
確
乎
と
し
て
自
分
の
中
に
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
不
思
議
な
魅
力
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
（
木
下
一
九
八
三
）。
し
か
し
時
に
は
、
木
下
熊
雄
の
理
屈
や
説
明
が
通
用
し
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
漁
夫
に
対
し
て
、
櫓
の
断
面
の
曲
線
の
流
体
力
学
的
効
率
が
悪
い
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
た
際
に
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
説
明
を
尽
く
し
て
も
通
じ
ず
、
結
局
、
自
ら
図
面
を
引
き
鍛
冶
屋
へ
行
き
、
力
学
的
に
理
想
的
な
金
属
の
鞘
を
作
ら
せ
て
、
漁
師
の
櫓
に
は
め
た
そ
う
で
あ
る
（
木
下
一
九
八
三
）。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）、
定
年
前
に
東
京
帝
国
大
学
を
退
官
し
た
実
兄
の
季
吉
も
、
晩
年
は
大
工
の
よ
う
で
あ
り
、
精
巧
な
机
や
ら
椅
子
や
ら
箱
を
作
る
木
工
技
術
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
（
木
下
一
九
八
三
）。
熊
雄
・
季
吉
・
弥
八
郎
の
父
の
助
之
も
、
鍛
冶
と
し
て
熊
雄
の
祖
父
・
初
太
郎
と
と
も
に
幕
末
に
藩
か
ら
依
頼
さ
れ
大
規
模
な
鉄
砲
製
作
を
行
っ
た
と
い
う
（
玉
名
市
立
歴
史
博
物
館
「
木
下
家
と
玉
名
」）。
木
下
家
は
も
と
は
刀
鍛
冶
が
発
祥
の
家
系
で
あ
り
、
熊
雄
本
人
も
彫
刻
が
得
意
だ
っ
た
と
い
う
話
も
あ
る
（pers.
com
m
.
2010
四
ケ
所
雪
男
・
玉
名
市
伊
倉
）。
こ
の
漁
夫
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
一
つ
を
見
て
も
知
識
や
学
問
を
実
際
の
実
学
に
応
用
す
る
熊
雄
の
も
の
つ
く
り
と
し
て
の
姿
勢
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
熊
雄
本
人
は
、
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て
日
本
よ
り
外
国
で
認
め
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
い
た
。
大
百
科
事
典
「
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
（E
ncyclopedia B
ritannica
）」
に
も
名
前
が
載
っ
た
と
ぽ
つ
り
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
木
下
順
二
に
よ
る
と
お
そ
ら
く
一
九
二
二
年
の
第
一
二
版
あ
た
り
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
る
（
木
下
一
九
八
三
）。
木
下
熊
雄
は
確
か
に
現
在
ま
で
世
界
的
に
研
究
者
と
し
て
名
前
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ブ
リ
タ
ニ
カ
（
ま
た
は
同
様
の
事
典
）
の
第
何
版
に
名
前
が
載
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
物
理
学
者
で
あ
っ
た
兄
の
季
吉
も
、
熊
雄
の
次
の
版
の
ブ
リ
タ
ニ
カ
に
名
前
が
載
っ
た
と
い
う
（
木
下
一
九
八
三
）。
一
二
二
第16号 2011年比較文明研究
ブ
リ
タ
ニ
カ
の
他
に
も
、
当
時
、
熊
雄
論
文
が
出
版
さ
れ
た
数
年
後
に
ド
イ
ツ
で
出
版
さ
れ
た
論
文
に
木
下
熊
雄
の
論
文
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
熊
雄
本
人
も
世
界
各
国
の
論
文
を
引
用
し
て
論
文
を
執
筆
す
る
と
い
う
今
の
科
学
界
と
同
じ
ル
ー
ル
に
基
づ
き
研
究
を
進
め
て
い
た
。
ま
た
当
時
論
文
を
引
用
し
た
ド
イ
ツ
人
の
八
放
サ
ン
ゴ
研
究
の
動
物
学
者
・
キ
ュ
ー
ケ
ン
タ
ー
ル
（W
.
K
u?kenthal
）
は
、
新
種
記
載
の
際
に
木
下
に
献
名
し
てC
al-
logorgia kinoshitae K
u?kenthal,
1913
と
い
う
種
名
を
作
っ
て
い
る
（K
u?kenthal
1919
）。
こ
の
キ
ュ
ー
ケ
ン
タ
ー
ル
が
一
八
九
八
年
に
書
い
た
動
物
学
の
教
科
書
は
現
在
も
ド
イ
ツ
の
動
物
学
教
科
書
と
し
て
改
訂
さ
れ
な
が
ら
使
用
さ
れ
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
先
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
自
然
史
博
物
館
の
Ｆ
・
Ｍ
・
ベ
イ
ヤ
ー
博
士
もA
rthrogorgia kinoshitai B
ayer,
1952
、
内
海
富
士
夫
博
士
もParatelesto kinoshitai U
tinnom
i, 1958
と
い
う
種
を
木
下
に
献
名
し
て
い
る
（B
ayer
1952,U
tinom
i
1958
）。
こ
のK
inoshitae
ま
た
はK
inoshitai
と
い
う
種
小
名
は
、
今
後
研
究
が
進
ん
で
も
永
遠
に
科
学
の
世
界
に
残
り
続
け
る
も
の
で
あ
る
。
論
文
の
書
か
れ
た
当
時
も
現
在
も
木
下
の
論
文
は
そ
の
論
文
の
扱
う
様
々
な
分
野
に
お
い
て
引
用
さ
れ
参
照
さ
れ
続
け
て
い
る
。
熊
雄
の
記
載
し
た
新
種
の
八
放
サ
ン
ゴ
亜
綱Prim
noa pacifica K
inoshita
1907
を
再
検
討
し
た
論
文
（B
ayer
&
C
airns
2005
）、
ま
た
ロ
シ
ア
の
黒
サ
ン
ゴ
の
研
究
、
ハ
ワ
イ
大
学
、
ド
イ
ツ
のK
u?kenthal
の
調
査
を
し
た
研
究
者
、
ス
ペ
イ
ン
の
や
は
り
熊
雄
の
記
載
し
た
新
種
の
サ
ン
ゴ
の
仲
間
の
論
文
な
ど
で
あ
る
（C
airns
&
B
ayer
2009,M
atsum
oto
2005, 2010,M
atsum
oto et
 
al. 2007,Zapata
?Guardiola
&
L
opez
?Gonzalez, 2010a, 2010b,
2010c
）。六
総
結
幕
末
〜
明
治
の
移
行
期
に
、
木
下
家
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
渡
っ
て
日
本
を
支
え
る
礎
と
な
っ
た
。
こ
の
木
下
熊
雄
の
よ
う
な
東
西
両
方
の
文
明
を
橋
渡
し
し
た
よ
う
な
人
物
が
複
数
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
明
ら
か
に
封
建
制
度
と
言
わ
れ
た
江
戸
時
代
の
学
問
と
知
識
の
蓄
積
と
教
育
の
成
果
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
西
洋
の
学
問
は
、
人
を
切
り
離
し
体
系
を
追
及
し
、
も
の
の
仕
組
み
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
磯
野
一
九
九
九
ａ
、
一
九
九
九
ｂ
）。
木
下
熊
雄
の
論
文
は
、
英
語
・
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
も
の
は
、
現
在
と
同
じ
西
洋
文
明
ル
ー
ル
に
則
っ
た
進
化
系
統
も
論
じ
て
い
る
学
術
論
文
で
あ
る
。
一
方
、
邦
文
の
も
の
や
日
常
の
会
話
は
、
論
理
的
で
あ
り
つ
つ
も
、
現
実
的
な
こ
と
が
ら
か
ら
専
門
的
な
と
こ
ろ
ま
で
広
い
話
題
を
飽
き
ず
か
つ
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
展
開
す
る
（
木
下
一
九
八
三
）
江
戸
博
物
誌
に
も
通
じ
る
傾
向
で
あ
っ
た
。
現
代
の
科
学
者
は
、
西
洋
的
学
術
論
文
を
書
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
一
方
で
社
会
か
ら
科
学
者
に
対
し
て
要
求
さ
れ
一
二
三
明治の西洋動物学の黎明 木下熊雄
て
い
る
生
活
と
文
化
に
関
係
し
て
科
学
を
説
明
す
る
知
識
も
能
力
も
、
江
戸
時
代
の
教
育
を
受
け
た
幕
末
・
明
治
の
人
々
に
遙
か
に
劣
る
。
今
こ
そ
、
科
学
者
が
江
戸
時
代
の
「
人
の
視
点
か
ら
見
る
」
博
物
誌
を
再
評
価
し
、
過
去
の
遺
産
を
再
度
学
び
、
幕
末
〜
明
治
の
人
々
を
今
度
は
後
ろ
か
ら
追
い
か
け
る
べ
き
時
代
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
謝
辞本
報
所
収
の
研
究
に
あ
た
っ
て
、
磯
野
直
秀
先
生
に
は
ご
教
示
・
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
、
ま
た
、
貴
重
な
帝
国
大
学
三
崎
臨
海
実
験
所
の
資
料
・
写
真
を
拝
借
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
熊
本
県
玉
名
市
伊
倉
で
の
資
料
提
供
と
現
地
で
の
案
内
を
し
て
下
さ
っ
た
松
本
重
美
氏
、
及
び
来
光
寺
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
旧
木
下
家
別
宅
・
四
ケ
所
雪
男
氏
な
ど
伊
倉
町
の
方
々
、
ま
た
時
間
外
に
も
関
わ
ら
ず
歴
史
資
料
館
を
開
け
て
下
さ
っ
た
熊
本
県
立
濟
々
黌
高
等
学
校
の
方
々
に
感
謝
致
し
ま
す
。
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
東
京
大
学
総
合
博
物
館
で
の
標
本
調
査
に
お
い
て
は
東
京
大
学
の
上
島
励
氏
に
、
ま
た
熊
本
の
資
料
を
提
供
頂
き
ま
し
た
熊
本
日
日
新
聞
の
井
上
智
重
氏
、
富
田
一
哉
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
故F
.
M
.
B
ayer
博
士
に
も
貴
重
な
資
料
を
複
写
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
を
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。
付
記
文
中
の
?
は
、
年
号
が
不
明
、
ま
た
は
文
献
中
の
事
象
か
ら
筆
者
が
計
算
し
た
も
の
。
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